
 

 

 

 

２０２１年度 事業報告書 
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１．法人の概要 

名 称  学校法人マリア学園（昭和６３年４月８日法人設立） 

代表者  理事長 若林 公代     

住 所  大阪府高槻市野見町２番１５号   

電 話  ０７２－６７５－１２７８ 

ＦＡＸ  ０７２－６７５－１２５８ 

設置する学校  

①住所 大阪府高槻市野見町２番１５号 

 名称 高槻マリア・インマクラダ幼稚園 

②住所 岡山県倉敷市北畝２丁目１７番３７号 

 名称 倉敷マリア・インマクラダ幼稚園 

③住所 千葉県市原市辰巳台西３丁目１１番３号 

 名称 市原マリア・インマクラダ幼稚園 

役 員  理事  ６名 ・ 監事 ２名 

評議員  １３名 

理事会  ５回開催 

評議員会 ３回開催 

職 員  ４２名（高槻マリア・インマクラダ幼稚園） 

     ２５名（倉敷マリア・インマクラダ幼稚園） 

     ３０名（市原マリア・インマクラダ幼稚園） 

 

２．事業の概要 

≪教育理念≫ 

   神が子どもたちに望んでおられることを達成し、子ども自身が自分の能力を自分

自身で成長させることができるように、全教育共同体と一致して、知性の源を育む。

知性とは、感謝の心・自分で考える力・自己肯定・共感力・あきらめない心などを

指し、卒園後の生涯に亘って自ら行動する力となる。 

 ≪教育方針≫ 

  教育理念の達成に向けて、次の３つの教育方針で臨む。 

① 神様とまわりの人たちから愛されていることに気づく(宗教教育) 

② 幼稚園生活の経験を通して自分自身が好きになる(モンテッソーリ教育) 

３~６歳の縦割り保育とモンテッソーリの自由選択活動 

③ 集団生活の出会いと関わりを通して、神様とまわりの人を大切にする(平和教育) 

 

（ 高槻マリア・インマクラダ幼稚園 ） 

≪園児数≫ 



クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 4 90 3 95 3 95 10 280

2020年度 30 79 74 80 8 263

2021年度 26 82 84 75 8 267

2022年度 25 83 80 82 8 270

クラス数計 園児数計
満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

≪保育時間≫ 

月～金曜日 午前８時３０分～午後２時（但し、水曜日は午後１１時４５分まで） 

土曜日   休園 

≪納付金等毎月の費用≫ 

保育料        年額３３６，０００円（１２分割均等納付） 

施設費        年額 ２０，０００円 

教育充実費      年額 ３０，０００円 

冷暖房費       年額  ５，０００円 

バス維持費      年額  ５，０００円 

バス利用料      月額  ４，０００円 

ドライブスルー維持費 年額  ５，０００円 

給食費   実施せず（４回弁当持参） 

≪入園時の費用≫ 

入園料          １２０，０００円 

検定料            ５，０００円 

≪預かり保育の内容及び費用≫ 

・月～金曜日 午前８時～保育開始時、保育終了後～午後６時３０分 

  午前８時〜保育開始時        ２００円／日 

  午後保育終了後〜５時３０分      ８００／日 

  午後保育終了後〜６時３０分   １，１００円／日 

  午前保育終了後〜５時３０分   １，１００円／日 

  午前保育終了後〜６時３０分   １，４００円／日 

  (月極)保育終了後〜５時３０分  １５，０００円／月 

  (月極)保育終了後〜５時３０分  １９，０００円／月 

・夏冬春休み中の預かり保育（年末年始・お盆を除く） 

  長期休業日    １，５００〜 １，８００円／日 

          １８，０００〜２２，０００円／月 

≪主な行事≫ 

入園歓迎会、運動会、参観日、七夕、盆おどり、プールあそび、おとまり保育、消防署

見学、安全教室、おいもほり、おいもパーティー、マリア・フェスタ、七五三、クリス

マス会、キャンドルサービス、おもちつき、節分、ひかりのこコンサート、スポーツフ



ェスティバル、お別れ遠足、お別れパーティー、卒園感謝式、卒園児の集い（小学生の

お仕事、中・高・大学生の集いなど） 

≪施設関係≫ 

園地面積 ２，２６８．０４㎡  内、運動場面積 １，０４１．４０㎡ 

園舎改修工事、Ａ棟ウッドデッキ工事他を実施 

遊具、小阪を廃棄 

≪設備関係≫ 

電話工事一式、LED 照明一式、グランピング一式、モンテッソーリ教具、箱積木、パソ

コン等を購入 

モンテッソーリ教具、アコーディオン、運動会用具、吊り輪、パソコン、プリンター、

ＰＴテント、リソグラフ、ファックス、音響設備、Ｃ棟自動火災報知機等を廃棄 

≪借入金関係≫ 

なし 

≪その他修繕等≫ 

トイレ等改修工事、造園工事、保育室・バス消毒、保育室放送設備修繕、貯水槽点検、

消防用設備点検、ピアノ調律、スピーカー破損修繕等 

 

（ 倉敷マリア・インマクラダ幼稚園 ） 

≪園児数≫ 

≪保育時間≫ 

月～金曜日  

 ① 午前８時３０分～午後１時３５分（但し、水曜日は午前１０時４５分まで） 

 ② 午前８時５５分～午後２時（但し、水曜日は午前１１時１０分まで） 

土曜日   休園 

≪納付金等毎月の費用≫ 

保育料      年額３０８，４００円（１２分割均等納付） 

教材費      年額  ３，０００円 

冷房費      年額  ４，０００円 

暖房費      年額  ４，０００円 

給食費      月額  ２，５００円 

バス維持費    年額  ６，０００円 

バス利用料    月額  ４，０００円 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 20 40 40 40 140

2020年度 13 45 39 36 133

2021年度 20 32 47 39 138

2022年度 14 40 36 47 137

園児数計
満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

クラス数計



≪入園時の費用≫ 

入園料         ３０，０００円 

検定料          ３，０００円 

≪預かり保育の内容及び費用≫ 

・月～金曜日  

  午前７時１５分～保育開始時     ２００円／時 

  保育終了後〜午後６時        １５０円／時・９，０００円／月 

  午後６時～午後６時３０分      ２００円／時 

・夏冬春休み中の預かり保育（年末年始・お盆を除く） 

  午前７時３０分～午前８時３０分   ２５０円／時 

  午前８時３０分～午後６時    １，８００円／日 

  午前８時３０分～午後１時３０分   ９００円／日 

  午後１時～午後６時         ９００円／日 

  午後６時～午後６時３０分      ２５０円／時 

≪主な行事≫ 

入園式、交通安全教室、キンダーフェスティバル、体操教室参観、お泊り保育（年長）、

運動会、火災避難訓練、体操教室参観、マリアまつり、七五三祝福式、クリスマスお祝

い会、おもちつき、体操教室参観、茶道参観（年長）、お別れ遠足（年長）、お別れパ

ーティー、卒園式、母親の集い、誕生日会（各クラス） 

≪施設関係≫ 

園地面積 ９３０．１６㎡  内、運動場面積 ６５１．６７㎡ 

≪設備関係≫ 

スポットライトを購入 

園バスを除却 

≪借入金関係≫ 

園舎改築のため、(宗)汚れなきマリアのクラレチアン宣教修道女会から借入したものを

一部返済した。 

≪その他修繕等≫ 

ピアノ調律、トイレ排水管工事、遊戯室アコーディオンカーテン加工修理、リソグラフ

修理等 

 

（ 市原マリア・インマクラダ幼稚園 ） 

 ≪園児数≫ 



≪保育時間≫ 

月～金曜日  

 Ａコース 午前８時３０分～午後２時１５分（但し、水曜日は午前１０時４５分まで） 

 Ｂコース 午前９時３０分～午後３時１５分（但し、水曜日は午前１１時４５分まで） 

土曜日   休園 

≪納付金等毎月の費用≫ 

保育料        年額３１２，０００円（１２分割均等納付） 

施設費        年額 ２０，０００円 

モ ン テ ッ ソ ー リ 教 育 充 実 費  年額  ３，０００円 

冷暖房費       年額  ５，０００円 

給食費        月額  ２，１００円 

給食食器代      年額  １，１００円 

絵本代        月額 年長・年中４３５円 ・ 年少４９５円 

バス維持費      年額  ５，０００円 

バス利用料      月額  ４，５００円 

≪入園時の費用≫ 

入園料           ８０，０００円 

検定料            ３，０００円 

≪預かり保育の内容及び費用≫ 

・月～金曜日  

  午前７時３０分～保育開始時・保育終了後〜午後６時３０分    

                  １００円／時・１，０００円／月 

・夏冬春休み中の預かり保育（年末年始・お盆を除く） 

  午前７時３０分〜午後６時３０分 １００円／時 

≪主な行事≫ 

入園式、親子ピクニック、マリア祭、年長遠足、運動会、お泊り保育（年長）、火災避

難訓練、お芋掘り遠足、フェスティバル、七五三祝福式、クリスマスお祝い会、おもち

つき、豆まき、人形劇、ひな祭り音楽会、卒園遠足（年長）、卒園式、母親の集い、誕

生日会 

≪施設関係≫ 

園地面積 １６８５．０２㎡  内、運動場面積 ７２９．７２㎡ 

人工芝生・正門ゴムチップ舗装工事 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 3 70 2 70 2 70 7 210

2020年度 18 47 53 41 6 159

2021年度 12 31 46 53 6 142

2022年度 20 25 31 46 4 122

園児数計
満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

クラス数計



すべり台きりん、鉄棒、総合遊具、おにがしま(山)を除却 

≪設備関係≫ 

エアコン、かんたんテント、モンテッソーリ教具購入、空調設備工事一式 

ピアノ調律、電話機修理、築山滑り台塗装修繕、本館３階ベランダ手摺控 

修理廃棄 

≪借入金関係≫ 

本館塗装修繕工事のため、千葉興業銀行から借入したものを約定返済した。 

通園バス･車庫その他の構築物取得、事務室の建築及び運転資金のため、(宗)汚れなきマ

リアのクラレチアン宣教修道女会から借入したものを一部返済した。 

≪その他修繕等≫ 

ピアノ調律、真砂土入れ替え工事、ミニアスレチック遊具滑り台部分パイプ交換、樹木

剪定、正門付近汚水管詰り修理、雨どい修理、水道漏水調査・修理、電子錠解除用ワイ

ヤレス工事、園長室電話移設工事等 

 

≪事業報告≫ 

２０２１年度も新型コロナウイルスの影響はあったが、前年度に引き続き行事等保育

の内容を変更しながら保護者の協力を得て役職員の真摯な努力により、着実に運営する

ことができた。 

新型コロナウイルス感染は昨年１１月から年明けまで続いた第５波が収まり、社会・

経済活動が通常に戻るかと思われたが、１月半ばより感染力の強いオミクロン株により

第６波が襲来し、わが国においても驚くような感染状況が続き、新年度に突入した。 

更に、冬季オリンピック閉会の日、ロシア軍によるウクライナ侵攻が始まり、経済制

裁とともにエネルギー問題や食料問題が世界を駆け巡り、いつ終わるとも分からない状

況下、景気の一層の落込み、原油価格の高騰、相次ぐ生活用品の値上げ等により、保護

者世帯の家計も厳しい状況になると考えられる。 

また、コロナ禍で、２０２１年の出生数は８４万２，８９７千人と前年に引き続き過

去最低を更新し、園児の獲得競争が一層激しくなるものと予想される。 

新卒採用状況についても依然として厳しい状況が続いている。幼稚園教諭・保育士の

養成校が定員を確保出来ていない上、受験生の多くが 4 年制大学を指向し、幼稚園教諭

の免許及び保育士資格を取得した場合でも、企業の採用意欲が強く、すんなりと認定こ

ども園・幼稚園に応募することも極端に少なくなってきている。 

幸いにも、当園の教職員は定着率が高く、卒園児の中から働きたいという方もおられ

るので、現在は比較的安定した事業継続が可能となっている。今後も、当園で働きたい

という方を一人でも多く増やしていくことが非常に重要であると考える。 

２０１５年４月より子ども子育て支援新制度がスタートしたが、移行が進み、２０２

２年度は、大阪府では６割近い園が新制度に移行し、１７１園が私学助成で園を運営し

ている。 

高槻マリア・インマクラダ幼稚園と市原マリア・インマクラダ幼稚園は、２０２２年

度も私学助成で事業を継続するが、倉敷マリア・インマクラダ幼稚園は、倉敷市の勧め



もあり２０２２年度より施設型給付の幼稚園に移行する。収入を安定させるためにも、

園児の確保はもとより、経常費補助金の配分基準内容及び施設給付費の加算等の内容を

十分に把握し、事務を効率化し確実に対応することとする。 

自己評価については、確実に実施し公表しているが、その自己評価の内容を、学校関

係者評価委員会で十分検討して頂き、別紙のとおり纏め公表に努めた。 

財務状況については、高槻マリア・インマクラダ幼稚園では、事業活動収支計算書で

の教育活動収入計が１８９，８９４千円（前年度１８２，６１６千円）、教育活動支出

計が１７８，６６３千円（前年度１６１，５６８千円）となり、教育活動収支差額１１，

２３０千円（前年度２１，０４７千円）、経常収支差額比率５．９２％（前年度１１．

５３％）となった。また、人件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）

は、５１．５１％（前年度５４．３２％）となった。 

倉敷マリア・インマクラダ幼稚園では、事業活動収支計算書での教育活動収入計が

96,635 千円（前年度９３，９５２千円）、教育活動支出計が７４，０４７,千円（前年

度７２，９０２千円）となり、教育活動収支差額２２，５８７千円（前年度２１，０５

０千円）、経常収支差額比率２３．３７％（前年度２２．４１％）となった。また、人

件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は、４０．４０％（前年度３

６．６２％）となった。 

市原マリア・インマクラダ幼稚園では、事業活動収支計算書での教育活動収入計が１

２１，６３１千円（前年度１２２，６２３千円）、教育活動支出計が１１６，７０１千

円（前年度１１８，５８３千円）となり、教育活動収支差額４，８８８千円（前年度４，

０４０千円）、経常収支差額比率４．０２％（前年度３．２４％）となった。また、人

件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は、５８．９７％（前年度６

５．０３％）となった。 

学園全体では、経常収支差額が３３，１９６千円（前年度４２，６７２千円）となっ

た。 

資金繰りについては、翌年度繰越支払資金は、当年度の保持すべき資金（第４号基本

金）の額を相当上回る額の支払資金を保持できているので、資金繰りは問題ない。 

 

３．財務状況 

別紙参照 

 


